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研究報告 ４ 生産地と消費地における越中丸山焼の火鉢について 

宮田 康之 
（埋蔵文化財センター嘱託学芸員） 

はじめに   

 平成 29 年 3 月 23～24 日と 4 月 18 日に越中
えっちゅう

丸山焼
ま る や ま や き

陶窯
と う よ う

跡
あ と

の調査を実施した。出土遺物は越

中丸山焼の火鉢、碗、香炉のほか、匣
さ や

鉢
ば ち

、焼
や き

台
だ い

などがある。このうち調査区出土の火鉢は素

焼き品のため、同年 11 月 11 日に施釉・絵付が施された越中丸山焼「色絵
い ろ え

人物
じ ん ぶ つ

草花
そ う か

文
も ん

火鉢
ひ ば ち

」

を所蔵する磯野氏宅において鹿島昌也埋蔵文化財センター主査学芸員と高木好美民俗民芸村

学芸員と宮田が所蔵品を実見し、生産地と消費地における越中丸山焼の火鉢の状態に主眼を

おいて、調査区出土の火鉢と比較検討した。本稿ではその結果を報告する。 

１ 越中丸山焼陶窯跡出土の火鉢 

 越中丸山焼は富山市八尾町丸山で天保元（1830）年に山 

本甚
じ ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

が開
か い

窯
よ う

した。天保 8 年、富山藩 10 代藩主前田 

利保
と し や す

は殖産事業を遂行するために産物方
さ ん ぶ つ か た

を設置し、越中丸 

山焼はその一環として藩の保護を受けた。陶工・絵師は伊 

万里・九谷等から招き、在来の陶土を使用したが一部原料 

は同方面から取り寄せていたようである。このため伊万里 

・九谷風の作品が多い（注 1）。 

調査区出土の火鉢（写真 1）は復元径で口径 15.8cm、底 

径 16.7cm であり、高さは 18.0cm を測る。素焼きの土器で 

ある。口縁部は内側に湾曲し、体部は達磨型を呈する。底 

部は削り出し高台である。高台内底面には外面から内面方 

向に貫かれた径 2～3mm の 2 つ並列した小孔が 2 か所認めら 

れる。この小孔は高台内底面に施釉する際に吊るすためと 

考えられるが、使用時に木製の台に固定するための可能性 

もある（注 2）。 

２ 磯野氏所蔵の越中丸山焼「色絵人物草花文火鉢」 

磯野家は近江国（現在の滋賀県）の戦 

国大名浅井氏に家老として仕えるなどし 

た後、富山藩士として代々仕えた家柄で 

ある（注 3）。禄高は 200～450 石を与えら 

れ、馬廻
うままわり

組や小姓
こ し ょ う

組の地位にあった。富 

山藩士としての 6 代当主磯野織部充賀
み つ よ り

は、 

天保 8（1837）年 10 月に富山藩 10 代藩 

主前田利保から産物方を命じられた（注 

4）。この役目において功績があったこと 

から利保より越中丸山焼「色絵人物草花 

文火鉢」（写真 2）を拝領したと考えられ、 

もとは一対をなしていた（注 5）。 

磯野氏所蔵の火鉢は口径 27cm、底径 

22cm、高さ 22cm である。口縁部は内側 

に湾曲し、体部は樽型を呈する。底部は削り出し高台である。外面全体に施釉され、高台畳

写真 1（上：側面、下：底部）

写真 2 

̶　49 ̶̶



付は釉剥ぎが行われている。内面は無釉で、白化粧土が施される。外面各所には色絵の上

絵付がなされ、口縁部は雷文が描かれる。体部は 4 か所に窓枠を設けて唐人を描き、それ

ぞれの窓枠の間には黄で牡丹、緑で唐草などの草花文が描かれる。体部下方には区画文を

全周にめぐらし、それぞれの区画に緑で 5 本の縦線、黄で蓮弁が描かれる。高台内底面に

は全体に緑の色絵が施され、外面から内面方向に貫かれる 2 つ並列した小孔が 3 か所認めら

れる。また、福の落款が見える。色絵の作風は九谷焼を思わせる。 

３ 考察 

 調査区出土の火鉢と磯野氏所蔵火鉢の口縁部（写 

真 3）と底部（写真 4）をそれぞれ比較してみると、 

口径・底径ともに調査区出土の火鉢は小さい。口縁 

部が内側に湾曲する点、底部の削り出し高台、畳付 

の形状に加え、底面にみられる外面から内面方向に 

貫かれた 2 つ並列した小孔が共通する。これらの点 

から調査区出土の火鉢と磯野氏所蔵火鉢は、大きさ 

の点では異なるが形状では共通点がみられる火鉢で 

あるといえ、同じ器種での施釉・絵付前後の状態が 

明らかとなった。 

おわりに 

 今回、はじめて越中丸山焼陶窯跡の調査を実施し 

たことで、施釉・絵付されていない素焼きの土器で 

ある調査区出土の火鉢と施釉・絵付された磯野氏所 

蔵の火鉢を比較し、同じ器種の生産地と消費地での 

それぞれの状態を明らかにすることができた。今後、 

今回の調査結果を踏まえて富山藩が保護した越中丸 

山焼の流通過程など更なる解明に努めていきたい。 

 本稿の作成に際して、磯野宗和氏からご教示や資 

料の実見・掲載などにご配慮いただいた。記して謝 

意を表したい。 

注 

(1)愛知県陶磁資料館1990『企画展 越中のやきもの』29頁参照。  

(2)江戸遺跡研究会2001『図説江戸考古学研究事典』206頁参照。  

(3)、(5)磯野宗和氏のご教示による。

(4)新田次郎編1988『富山藩士由緒書』「八〇、磯野織部」
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写真 3（左：所蔵品 右：出土品）

写真 4（上：所蔵品 下：出土品）
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